
研修Ⅰ 小豆 「知識・技能の明確化と言語活動の教材化－説明力の習得と活用－」 

       「いろいろなじゃんけんについてつたえあおう」（１年） 
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１ 提案の概要 

（１）取組の概要 

  ・ 小豆郡で取り組んでいる知識・技能の明確化について 
  ・ 言語活動の教材化の視点について 
 
 
 
 
 
 
    習得すべき知識・技能の明確化と言語活動の教材化を行い，反復的に習得・活用させていくことが説

明力の育成につながるという考えの基に取り組んでいる。 
（２）実践発表 
  ○ １年生「いろいろなじゃんけんについてつたえあおう」 
   ・ どのような知識・技能を身に付けさせるのか？ → 習得すべき知識・技能の明確化 
     （基礎・基本となる六つの話型のパターン） 
   ・ どのような言語活動を通して，確かな力を身に付けさせるのか？ → 言語活動の教材化 
     （指導と評価の計画を立て，習得と活用を促す，言語事項・領域・表現様式） 
   実践１ 

① 話型を使って考える。（図を見て組み立てを考える「組み立てシート」） 
② 話型を使って書く。（説明内容を文章化「原稿用紙」） 
③ 話型を使って話す・聞く。（聞いた内容をメモする「聞き取りワークシート」） 
④ 話型を使って考える。（調べたり，自分で考えたりしたじゃんけんの説明を考える「組み立てシー
ト」） 

   実践２ 
① オリジナルじゃんけんを考える。（じゃんけんの組み立てを考える・図を見て組み立てを考え
る～話型を使って「原稿用紙」） 

② 話型を使って話す。 
③ 話型を使ってオリジナルじゃんけんを紹介する。 

２ 成果 

 ○ 習得すべき知識・技能を明確にし，言語活動の教材化を位置づけた単元の学習を通して 
  ★ 児童は･･･ 
    ・ 目的意識・相手意識をもち単元の学習への見通しをもつことで意欲的に学習を継続することができ 

た。 
・ 習得した型を活用する言語活動を通して，自分の伝えたいことを明らかにし，その内容を分かりや 
すく筋道立てることができた。 
・ 自己の振り返りを通して，達成感を味わいながら学習を継続できた。 

  ★ 教師は･･･ 
   ・ 指導すべき事項が明確になったことで，指導のポイントを明確にした授業が可能になった。 
   ・ 評価の観点が明確になり，評価結果を指導に行かすことができた。 
   ・ 何のための言語活動かを自覚して授業にのぞむことができた。 
３ 課題 

 ○ 習得すべき知識・技能を身に付けさせるために有効な言語活動についてさらに研究していく。 
 ○ 系統を意識し，児童の学びをスパイラルに継続させ，力を伸ばしていく。 
 ○ 国語科で身に付けた力を他の教科・領域などでの学習の場でも活用し，児童一人一人の力をより確かな

ものにしていく。 
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知識・技能の明確化と言語活動の教材化 －説明力の習得と活用－
「いろいろなじゃんけんについてつたえあおう －じゃんけん－」（１年） 小豆支部 研究部

１ 説明力とは－知識・技能の明確化

説明的文章教材と新学習指導要領・指導事項との関連 及び 言語活動（試案）
学習指導要領に示された３領域の指導事項との関連

Ｃ読むこと Ａ話すこと・聞く Ｂ書くこ
こと と

単元名 アイウエオカアイウエオアイウエオ 習 得 （ 読 む こ と ） と 活 用 言語活動の例
音説文考交読話構音聞話課構記推交

（教材名） 読明学え流書題成声くし題成述敲流 →相当する言語活動例の記号
的的の ・・ こ合・
なな形 取内 とう取
文文成 材容 こ材
章章 と

（どうぶつのはな）◎◎ ○ ○○ 文章のきまりを意識しながら，書かれている事柄を正しく読み取り，説明の
順序を捉える。

１ のりもののことを○◎ ◎ ○◎○ ○○○ 文章全体の仕組みや，いろいろな船の役目と構造の工夫について書いてある 乗り物の本を読み，役目や構造の工
しらべよう（いろ ことを正しく読み取る。ほかの好きな乗り物について調べ，船と同様に，役 夫について見付け，「乗り物絵本」

年 いろなふね） 目，構造の工夫等について基本文型に従って書いてまとめ発表し合う。 をつくる。→Ｂ(2)ウ
いろいろなじゃんけんについてはなし ○◎ ○ ◎◎◎◎◎ じゃんけんの仕組みや勝ち負けの理由について読み取り，話型を知る。ほか 自分が考えたり調べたりしたじゃん
あおう(じゃんけん) のじゃんけんについて調べたり作ったりし，理由の述べ方などの話型を使っ けんを紹介し合い，｢じゃんけん大

て紹介する。 会｣をする。→Ａ(2)イ，Ａ(2)エ
じゅんじょに気を○◎ ○ ◎ 挿絵やたんぽぽの各部分の名前を手がかりに、形式段落に書かれていること たんぽぽについて読み取った内容
つけて読もう（た の大体をとらえる。時間の経過を表す言葉をおさえたり、挿絵と対応させた を，友だちに話す。→Ｃ(2)ウ
んぽぽ） りしながら、書かれている内容を読み取る。たんぽぽの仲間の増やし方を順

序にそって文章にまとめる。他の動植物に関心を持ち、読書生活につなぐ。
２ どうぶつのひみつ○◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎◎○○ 事柄の順序に気を付けて叙述に即して読み取る。挿絵や写真と本文を対応さ 興味のある動物について説明するた
をしらべよう（ビ せたり，「誰が（なにが）」「どうした（どんなだ）」という主述の関係を押 めに必要な言葉や文を書き抜く。→

年 ーバーの大工事） さえたりして，正確に読み取る。動物について書かれた本を読み，好きな動 Ｂ(2)エ，Ｃ(2)ウ
物について順序よく説明する。

いろいろなあそび○◎ ◎◎ ◎◎◎◎◎○○ 挿絵と段落を結びつけて教材文を分け，それぞれのまとまりの内容を捉える。紹介したい遊びの準備や遊び方につ
について話し合お フィンランドとインドネシアのかくれんぼについて，準備や遊び方を読み取 いて調べる。グループでやってみた
う（せかいのかく り，日本の缶けりとの共通点や相違点をまとめる。フィンランドとインドネ い遊びを決め，楽しく遊ぶ工夫につ
れんぼ） シアのかくれんぼを比べ，準備や遊び方について共通点や相違点をまとめる。いて話し合う。→Ａ(2)イ，Ｃ(2)ウ

学習指導要領に示された３領域の指導事項との関連
Ｃ読むこと Ａ話すこと・聞く Ｂ書くこと

こと
単元名 アイウエオカアイウエオアイウエオカ 習 得 （ 読 む こ と ） と 活 用 言語活動の例

音説文考交読話内音聞話課構記敬推交
（教材名） 読明学え流書題容声くし題成述体敲流 →相当する言語活動例の記号

的的の ・言 こ合・ と
なな形 取葉 とう取 常
文文成 材遣 こ材 体
章章 い と

だん落ごとに内ようをとらえながら読 ◎ ◎○◎ ◎ 中心となる語や文（繰り返し出てくる言葉や題名とつながりのある言葉） 保護色などの生き物の生態について
もう（自然のかくし を見付けて，各段落の内容を捉え，段落ごとに要約する。昆虫や生き物の 書かれた文章を要約し，教材文をモ
絵） 生態について関心を高め，読書意欲を喚起する。 デルに説明をまとめる。→Ｂ(2)ウ

３ いろいろなお祭り ◎ ◎○◎ ○ ○ ◎◎◎○○○はじめ・中・終わりの文章構成を捉え，要点や細かい点に注意しながら読 地域の行事やお祭りについて，疑問
について調べよう み，それぞれのお祭りについていろいろな方法で調べたことを整理し，紹 に思うことを中心に調べ，分かった

年 （つな引きのお祭 介し合う。 ことを整理し，新聞やポスターにま
り） とめる。→Ｂ(2)イ
よりよいくらしについて話し合おう ◎ ◎○○○○ ◎◎ 段落のまとまりから文章構成を捉え，具体例をもとに訓練の意味について グループで調べたことや考えたこと
（もうどう犬の訓 正しく読み取る。話し合いの仕方を学習し，調べたことに対する各自の考 を題材とし，話し合う。→Ａ(2)イ
練） えをグループで話し合う。
だん落とだん落の結び付きを考えなが ◎ ◎○◎ ○○ 意味段落を捉え，小見出しを付ける。段落の要点をまとめながら，「問い」 生き物や自然について書かれた本を
ら読もう（ヤドカリと に対する「答え」に当たる段落を正しく読み取る。生き物について書かれ 読み，友だちに紹介する。→Ｃ(2)

４ イソギンチャク） た本などに興味を広げる。 オ
いろいろな「環境を守るくふう」につ ◎ ◎○○ ○○ ◎◎○○○◎文章構成を知り，小見出しを付ける。段落ごとに要約しながら事実を読み 集めた情報をまとめて，パンフレッ

年 いて調べよう（ウミガメ 取る。筆者の述べ方から取材内容や願いを推測し，自分の取材活動に生か トをつくる→Ｂ（２）ウ，Ｃ(2)イ
のはまを守る） す。まとまりを意識して説明文を書く。
くらしの中の世界について話し合おう ◎ ◎○○○○◎◎◎ 対比的な段落相互の関係や例の挙げ方から，筆者の考えを読み取る。和と 筆者の述べ方を参考に，「和」と
（くらしの中の和 洋という観点で比較したことを話し合う。共通点・相違点を明らかにしな 「洋」で比べたことについてグルー
と洋） がら話し合う。 プで話し合う。→Ａ(2)イ

学習指導要領に示された３領域の指導事項との関連
Ｃ読むこと Ａ話すこと・聞く Ｂ書くこと

こと
アイウエオカアイウエオアイウエオカ 言語活動の例

単元名 音効説文考読話構共聞話課構記引推交 習 得 （ 読 む こ と ） と 活 用
読果明学え書題成通くし題成述用敲流 →相当する言語活動例の記号

（教材名） 的的的の ・・語こ合・ ・
ななな形 取言 とう取 図
読文文成 材葉 こ材 表
み章章交 遣 と
方 流 い

文章の仕組みを考 ◎◎ ○○ ○ ○○ 段落相互の関係に気を付けて，六つのまとまりに分け，小見出しを付ける。動物や自然環境について書かれた他
えながら読もう 段落の関係に注意しながら，筆者の考え（要旨）を読み取る。動物や自然 の本や文章を読み，要旨をとらえる。
（動物の体） 環境への関心を高め，読書生活につなぐ。 →Ｃ(2)イ
いろいろな環境問 ◎ ○◎ ○○○ ◎○○◎○○題名を手がかりにまとまりに分け，小見出しを付ける。文末表現から要旨 集めた資料の文章を引用しながら，

５ 題について調べよ をとらえ，具体例の効果を考え，文章全体の構成をとらえる。環境に関す ブックガイドをつくる。→Ｂ(2)イ，
う（森林のおくり る問題に視点を広げ，疑問に思ったことを解決するための関連図書を見つ Ｃ(2)イ

年 もの） け，紹介し合う。
身近な生活につい ◎◎ ◎○◎◎○◎◎○ ○ 要旨をとらえ，主張と根拠の組み立てや文章構成の工夫（よさや問題点， 身近な生活の中から論題を見つけて
て討論しよう（イ その根拠や具体例，それに対する反論，補説など）を読み取る。身近な問 討論する。→Ａ(2)イ，Ｃ(2)イ
ンスタント食品と 題に視点を広げ，その良さと問題点について調べる。筆者の述べ方を生か
わたしたちの生活） して自分の考えをまとめ，「ディベート」を行う。
文章の構成を考えながら読もう（イ ○◎ ○○ ○ ○ ○○ 段落の内容を要約し，全体を三つのまとまり（序論・本論・結論）に分け 自然や環境に関する本や文章を読
ースター島にはな る。文章の構成を考えながら，筆者の考え（要旨）を読み取る。自然や環 み，要旨について話し合う。→Ｃ(2)

６ ぜ森林がないのか） 境への関心を高め，読書生活につなぐ。 イ
いろいろな言葉に ◎◎ ○○ ○◎○ ○◎○全体を三つのまとまり（序論・本論・結論）に分け，内容を要約する。身 自分の経験に加え，図鑑や辞典など
ついて調べよう 近な生活に関する言葉を説明する観点を考え，辞典をつくり紹介し合う。 を活用して必要な情報を集め，観点

年 （言葉の意味を追 に添って説明を考え辞典をつくる。
って） →Ｂ(2)イ
わたしたちの「未 ◎◎ ◎○◎◎○◎◎○ ○ 事実と感想・意見との関係に注意しながら要旨を読み取る。「パネルディ 各自分野を決めて未来について予測
来」について討論 スカッション」の仕方を知り，未来の生活について考えたことや調べたこ し，自分の考えをまとめて分野ごと
しよう（百年前の とを整理して，根拠を示しながら話し合いを行う。 に討論する。→Ａ(2)イ
未来予測）

豊かな

「説明力」

・説明文を読むこと

・話す・聞くことでの説明

・説明文を書くこと

「読むこと」の

知識・技能

「話すこと・聞くこと」の知識・技能

「書くこと」の

知識・技能

３領域の

融合

２ 言語活動の教材化の視点
・思考力，判断力，表現力等をはぐくむものであるか。
・児童の興味・関心に合ったもので，目的意識がはっきり持てるものであるか。
・児童の実態に合い，学んだ知識・技能を生かせるものであるか
・どのような領域の関連が考えられるか。

習得すべき

知識・技能の明確化

言語活動の教材化

螺旋・反復的な
習得・活用

「
説
明
力
」
の
育
成

説明的文章
を読む中で，
自分の表現に
生かせる基礎
的・基本的な
知識・技能も
学ぶことがで
きる。



 

 
 
 

    
１ 研究主題とのかかわり                                   
 
 
 
 
 
２ 単元の目標 
○ じゃんけんに興味をもって調べたり，話し合ったりしている。【関】 
◎ 事柄の順序などを考えながら内容の大体を読み取る。【読】 
◎ 調べたじゃんけんについて順序に気を付けて分かりやすく話したり，大事なことを落とさないで聞
いたりする。【話・聞】 

 ○ 文の中における主語と述語との関係に注意する。【言語事項】 

 
３ 評価規準 

評価の観点 単元の評価規準 学習活動における具体の評価規準 
国語への関心・意

欲・態度 
・ じゃんけんに興味をもって調

べたり，話し合ったりしてい

る。 

① じゃんけんについて興味をもち，進んで経験を話したり，じゃん

けん大会までにどのような活動をしたらよいか考え，発言しよう

としている。 
② 本や資料でいろいろなじゃんけんを調べようとしている。 

読む能力 ・ 説明されている事柄の順序に

着目して，内容の大体を読んで

いる。 
 

① 問いかけの文の内容を読み取っている。 
② じゃんけんの勝ち負けの関係を読み取っている。 
③ まとめの働きをする「このように」や文末表現に気付き，じゃん

けんの仕組みについてのまとめ方を読み取っている。 
④ 勝ち負けの関係やその理由を読み取り，隣の人と話し合って確か

めている。 
⑤ 事柄の順序などを考えながら内容の大体を理解している。 

話す・聞く能力 ・ 調べたじゃんけんについて順

序を考えながら話している。 
・ 大事なことを落とさないで相

手の話を最後まで聞いている。 

① 勝ち負けの関係や理由を話し合っている。 
② 調べたじゃんけんの勝ち負けの関係をまとめている。 
③ 調べたじゃんけんのやり方や仕組みを順序に気を付けて分かり

やすく話している。 
④ じゃんけんのやり方や勝ち負けの関係を落とさず聞いている。 

言語についての

知識・理解・技能 
・ 文の中における主語と述語と

の関係に注意して読んだり，話

したりしている。 

①  文の中における主語と述語との関係に気を付けて読んでいる。 
② 主語と述語との関係に注意して話している。 
 

 
４ 指導と評価の計画 全 1４時間 

評  価 
次 学習内容 

学習

形態 関 読
む 
話
聞 
言 
 
学習活動における具体の評価基準と 

Ａと評価するキーワード 評価方法 

一 
 
 
 
 

全文を読み，学習計画を立て，学習
の見通しをもつ。 

２時間 
・挿絵をもとに，じゃんけんの仕組
みなどについて考え，説明の仕方
を探ることを通して，説明してみ
たいという意欲をもつ。 
・全文を読み，じゃんけん大会まで
の学習の見通しをもつ。 （２） 

一斉 
TT 

 
○ 
 

    
 
 
【関】① じゃんけんについて興味をも

ち，これまでの経験を通して知っ
ていることを進んで話している。 

【関】 ① じゃんけん大会までにどのよ
うな活動をしたらよいか考え，
発言しようとしている。 

行動観察  

発言 

ワークシート 

第１学年      国  語  科  学  習  指  導  案 
単元名       いろいろなじゃんけんについてつたえあおう    

                                       （「じゃんけん（東京書籍）」をもとに）

・説明(文)の簡単な組み立てや話型，主述の対応 

・説明の順序(前説，理由の述べ方，結論先行) 

・絵や図の読み取り 

・事柄の順序に気付きながら読み，説明のための簡単な組

み立てを考える力 

・分からないことを尋ねたり，感想を伝えたりする力 

〈説明〉 論理的に考え，伝える力習得(活用)させたい基礎・基本 



二 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教材文「じゃんけん」で内容の大体
を読み取る。       ４時間 
・じゃんけんの仕組みに対する問い
かけを読み取る。（１） 

・「グー」「チョキ」「パー」がそれぞ
れ何を表しているのかをとらえ，
じゃんけんの勝ち負けの関係を読
み取る。（１） 

 
 
 
・じゃんけんの仕組みについてのま
とめ方を読み取る。（１） 

 
 
・手引きをもとに，じゃんけんの勝
ち負けの関係やその理由について
隣の人と話し合って確かめる。 
〈問答ゲーム〉（１） 
 
 

一斉 
TT 

  
 
○ 
 
◎ 
 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
○ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 

 
 
【読】① 問いかけの文の内容を読み取っ

ている。 
【読】② じゃんけんの勝ち負けの仕組み

を読み取っている。 
Ａ【勝ち負けの関係と理由】 
勝ち負けの関係と理由を正確に読
み取っている。 

【言】① 文の中の主語と述語の関係に気
を付けて読んでいる。 

【読】③ まとめの働きをする「このよう
に」や文末表現に気付き，じゃん
けんの仕組みについてのまとめ
方を読み取っている。 

【読】④ 勝ち負けの関係やその理由を読
み取り，隣の人と話し合って確か
めている。 

行動観察 

発 言 

ワークシート 

 

 
 
 
三 

いろいろなじゃんけんについて調べ
て，説明を考える。    ５時間 
・インドネシアのじゃんけんについ
て勝ち負けの関係を読み取り理由
を話し合う。（１） 
・本や資料でいろいろなじゃんけん
を調べる。（１） 

 
 
 
 
・調べたじゃんけんの勝ち負けの関
係をまとめる。（１） 

 
 
 
 
・二人組になり，自分の考えたじゃ
んけんの説明をしたり，質問に答
えたりしながら，説明の練習をす
る。〈ペア〉（２） 

一斉 
TT 

 
 

 
 

 
 
 
◎ 
 

 
 
 

 
 

 
 
○ 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎ 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
○ 
 
 
◎ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎ 
 
 

 
 
【話】① 勝ち負けの関係や理由を話し合

っている。 
 
【関】② 本や資料でいろいろなじゃんけ

んを調べようとしている。 
Ａ【進んで調べている態度】 

自分から進んで本を探したり，人
に尋ねたりしていろいろなじゃんけ
んを調べようとしている。 

【話】② 調べたじゃんけんの勝ち負けの
関係をまとめている。 

Ａ【説明の順序と工夫】 
じゃんけんの勝ち負けの関係と理
由をまとめ，分かりやすい説明にする
ために，話す順序や工夫を考えてい
る。 

【言】② 主語と述語との関係に注意して
話している。 

Ａ【主述の対応の正確さ】 
主語と述語を正しく照応させて，文
末まではっきり話している。 

【話】③ 調べたじゃんけんのやり方や仕
組みを順序に気を付けて分かりや
すく話している。 

【聞】④ じゃんけんのやり方や勝ち負け
の関係を落とさず聞いている。 

Ａ【勝ち負けの関係と理由への質問】 
じゃんけんのやり方や勝ち負けの
関係の説明を落とさず聞き，分からな
いことや確かめたいことを聞き返し
ている。 

 

行動観察 

発 言 

ワークシート 

 

 

 
 
 
四 

「おもしろ じゃんけんランド」を
開く。         ２時間 
・自分たちが調べたじゃんけんを説
明し合い，実際にやってみる。 

（グループ内）（１） 
・自分たちが調べたじゃんけんを説
明し合い，実際にやってみる。 
（全体）（１） 

 

一斉 
TT 

 

   
 
◎ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
【聞】④ 調べたじゃんけんのやり方や勝

ち負けの関係を落とさず聞いてい
る。 

Ａ【勝ち負けの関係とその理由】 
勝ち負けの関係とその理由を正し
く聞いている。 
Ａ【内容についての感想や他のじゃんけ
んと比較しての気づき】 
聞いたことをもとにして，友だちの
内容のおもしろさや他のじゃんけん
と比較した気付きについての感想を
話している。 

行動観察 
発 言 

ワークシート 

五 
学習を振り返る。     １時間 
・これまでの学習活動を振り返る。 
まとめのテストをする   （１） 

個別  ○   【読】⑤ 事柄の順序などを考えながら内
容の大体を理解している。 

ワークシート

テスト 

 

    ミニ評価テスト① 

   ミニ評価テスト② 
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す
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用 
単
元
「
い
ろ
い
ろ
な 

じ
ゃ
ん
け
ん
に 

つ
い
て 

は
な
し
あ
お
う
」 

東
京
書
籍 

一
年
下 

「
じ
ゃ
ん
け
ん
」
よ
り 

６ 単元で習得・活用させたい話型 



７ 習得・活用を児童に意識させるためのカード 
  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
※授業後に児童が自己評価する。教師は「か

た」の習得・活用を意識したコメントを書く。

Ａ
児
の
カ
ー
ド
よ
り 
Ｂ
児
の
カ
ー
ド
よ
り

 
※単元の学習の流れを教室にも掲示。 



 ８ 習得のためのワークシート 

 

 

 

読
み
取
り
ワ
ー
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９ 活用場面で活用したワークシート 
 
 
 
 
 
 
  

実践① 

 
図を見て組み立てを考える～話型を使って〔組み立てシート〕 

説明内容を文章化～話型を使って〔原稿用紙〕 

聞いた内容の大体をメモする〔聞き取りワークシート〕 

調べたり，自分で考えたりしたじゃんけんの

説明を考える〔組み立てシート〕 

話型を使って考える 

話型を使って書く 

話型を使って話す・聞く
話型を使って考える 

お
も
し
ろ
じ
ゃ
ん
け
ん
ラ
ン
ド
（
発
表
会
）

 

 



９ 活用場面で活用したワークシート 
                                
 
                            
 
 
                         
            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                         

 
                                                      

 
１０ 成果と課題 
【成果】 
 ○ 習得すべき知識・技能を明確にし，言語活動の教材化を位置付けた単元の学習を通して， 
★児童は……  
・ 目的意識・相手意識をもち，単元の学習への見通しをもつことで意欲的に学習を継続することができた。 
・ 習得した型を活用する言語活動を通して，自分の伝えたいことを明らかにし，その内容を分かりやすく筋道
立てることができた。  
・ 自己の振り返りを通して，達成感を味わいながら学習を継続できた。 
★教師は……  
・ 指導すべき事項が明確になったことで，指導のポイントを明確にした授業が可能となった。 
・ 評価の観点が明確になり，評価結果を指導に生かすことができた。 
・ 何のための言語活動かを自覚して授業にのぞむことができた。 

【課題】 
○ 習得すべき知識・技能を身に付けさせるために有効な言語活動についてさらに追究していく。 
○ 系統を意識し，児童の学びをスパイラルに継続させ，力を伸ばしていく。 
○ 国語科で身に付けた力を他の教科・領域などでの学習の場でも活用し，児童一人一人の力をより確かなものに
していく。 

実践②

じゃんけんの組み立てを考える 図を見て組み立てを考える～話型を使って〔原稿用紙〕 

 

  

  

  

オリジナルじゃんけんを考える 

話型を使って話す・聞く 

話型を使って 
オリジナルじゃんけんを紹介する 


